
第２回幸手市庁舎の在り方検討審議会 会議録 

開催日時 令和 6 年５月 16 日（木） 
開 会 午後 1 時 30 分 

閉 会 午後 3 時 

開催場所 幸手市役所 本庁舎 第１委員会室 

出席者 

（敬称略） 

委員氏名 
作山康、梨本松男、勝木祐仁、上田学、小駒祐児、市川照夫、島村

良孝、小川万里子、三谿健一、福島朱実、岩野義久 

事務局 

政策課長 中野仁美、政策課主査 小寺翔、政策課主査 長野廣

彬、政策課主事 日髙未奈子 

株式会社遠藤克彦建築研究所、茨城大学大学院稲用研究室 

会議内容 【第２回幸手市庁舎の在り方検討審議会】 

 １ 開会 

 ２ 報告 

   （１）「幸手市の現状と課題の把握・分析」の実施結果について 

・市民ワークショップ、職員ワークショップ 

      ・市民アンケート、職員アンケート 

      ・フィールドワーク 

      ・テキストマイニング分析 

   （２）ワークショップ等の結果に基づく機能、規模、候補地の意見

について  

３ その他 

４ 閉会 

配布資料  ・ 第 2 回幸手市庁舎の在り方検討審議会 次第 

 ・ 第１回幸手市庁舎の在り方について考える市民ワークショップ 

・ 第２回幸手市庁舎の在り方について考える市民ワークショップ 

・ 第 1 回幸手市庁舎の在り方について考える職員ワークショップ 

・ 第２回幸手市庁舎の在り方について考える職員ワークショップ 

・ 幸手市庁舎整備に関する市民アンケート調査票 

・ 市民アンケート調査報告書(速報値) 

・ 幸手市庁舎整備に関する職員アンケート調査票 

・ 職員アンケート調査報告書(速報値) 

・ 第 1 回幸手フィールドワーク、第 2 回幸手フィールドワーク 

・ 幸手市テキストマイニング調査 

・ 第１回幸手市庁舎の在り方検討審議会議事録 
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１ 開会 

 

２ 報告 

(1)「幸手市の現状と課題の把握・分析」の実施結果について 

・ アンケートやワークショップ等の結果を報告。 

・ フィールドワークの結果を報告。 

 

【質疑・意見】 

◆ テキストマイニングは量的に何かを決定するものではなく、調査のヒントを見つけ

るのに用いられるツールである。 

 

◆ リサーチ結果をみるに、小学校の敷地について議論されており、廃校になった学

校跡地の活用なども考えられる。学校の統廃合について、現在どのような計画が

なされているか。 

 

東地区の３つの小学校を東中学校と統合、さかえ小学校を上高野小学校

と統合する予定である。 

 

◆ アンケート等で庁舎機能が分散していることを不便としているが、実際にどのよ

うな点で不便を感じているか把握できているか。 

 

リサーチの結果から、課をまたぐ申請等の際に、手続きが煩雑となる不便があ

げられている。 

 

(2)ワークショップ等の結果に基づく機能、規模、候補地の意見について 

・ リサーチの結果を踏まえ、機能、規模、候補地について整理した結果を報告。 

 

【質疑・意見】 

◆ 公民館が分散している幸手市においては、あえて庁舎機能も分散させ、DX 

化をすれば庁舎もコンパクトになり良いのではないか。 

 

観光地に観光系の課を設置するなど、適材適所の場合もあるが、基本的に

課を分散させることはよくない。庁舎は集客施設でもあり、それを中心市街地の

外に持っていく自治体は失敗する場合が多い。 
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◆ 候補地の抽出には、土地利用分級からのアプローチと実現できる範囲でのア

プローチの両側から考える必要がある。 

 

◆ 機能の複合化について、市役所内に図書館があるなど楽しみな要素である一

方で、既存施設との兼ね合いを考えなければならない。集約が必ずしも便利と

は限らないため、庁舎周辺の民間施設や地域で活躍する人と連携し、人の拠り

所となるような場所にしていかなくてはならないのではないか。大宮区役所は図

書館を複合していて良かった。 

 

どのような機能を複合するか、他の自治体の事例を集めて検討した方が良

い。食堂は成り立たない気がするが、コンビニなどは複合できそうである。アンケー

トにもあったが、子供のためのニーズを考えることは大事である。一日中居て楽し

い場所を目指すことが大切である。 

 

◆ 市民アンケートに若い人からの意見があまりないことが残念だった。 

  

年代別の分析をしてみると、傾向が変わるといったことが起こりうるかもしれな

い。ぜひ年代別での分析も併せて行ってほしい。 

 

◆ 市役所へ赴く人は、市民はもちろんだが、業者が多い印象がある。DX 化によ 

って市民の手続きを楽にしても、業者への対応のためには窓口を残す必要があ

る。市庁舎は重要な産業である。 

 

3 その他 

◆ 次回は令和 6 年 7 月 17 日（水）10：00～  

内容としては基本構想の素案についてとなる。 

 

◆ 市民の意見も大切なのはわかるが、実際に働くのは市役所の職員。建て替え

の意見が多いように感じるが、職員からの意見に現庁舎のリフォームの話はなか

ったのか。 

 

 現庁舎は耐震性能に問題があるため、改修する場合の費用対効果は見込

めない。現庁舎位置での建て替えも含め今後検討を進める必要がある。 

 

4 閉会 

 


